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Abstract In 2009, several reports confirmed the appearance of widely distributed adult and larval colonies of the Cycad 
Blue butterfly, Chilades pandava in the Kanto region of Japan, but no C. pandava outbreak was reported in the same 
region in 2010. This suggested that colonies failed to survive the winter. However, in 2011, outbreaks reoccurred in 
limited areas such as Tokyo and a part of Kanagawa Prefecture. We investigated the origins of C. pandava colonies in 
Kanto in 2009 and carried out a genetic analysis to determine how closely these colonies were related to those of the Kii 
Peninsula, and the Kansai, Chugoku, Shikoku, Kyushu, and Okinawa regions. A phylogenetic tree based on the sequence 
results was constructed and showed that C. pandava colonies found in Japan can be divided roughly into two closely 
related groups. This suggests that C. pandava spread to Kansai and Kanto on more than one occasion. However, genetic 
differences were negligible among specimens captured at locations within the Kanto region, suggesting a common origin. 


Keywords Chilades pandava, COII, Cycad blue butterfly, genetic analysis, genome DNA, habitat, Lycaenidae, maximum 
likelihood, neighbor-joining method. 


は じ め に 


クロ マダ ラ ソ テツ シジミ Chilades pandava (Horsfield 1829) 


4j SUR LE, 広く 南関 東 地方 一 帯 に まで 拡大 し た こと が 明 
ら か に な っ た . 


は , 東南 アジ アー 帯 か ら イ ンド , 中 国 南部 , 台湾 な ど に 至 
る 熱帯 か ら 亜熱帯 地方 に か け て 広く 分 布 す る シジミ チョ ウ 
の 一 種 で あり (1,2002), ソテツ の 新 葉 や 新芽 を 食害 す 
る 害虫 と し て 知ら れ て いる (Wu gz al., 2010). 日 本 で の 記 
録 は 1992 年 に 沖縄 本 島 に て 記録 され て (三橋 , 1992) 以 
X, 八重 山 諸島 や 沖縄 本 島 , 奄美 群島 な ど で 散 発 的 に 知ら 
れ て いた が , 近年 に な っ て これ ら の 地域 で 多発 する だ け で 
な く , 四国 や 本 州 以 西 に も 分 布 域 を 拡大 し て いる こと が 報 
告 さ れ て いる (平井 , 2009). この よう に 関西 以西 の 西日本 
を 中 心 と し た 分 布 拡大 が 懸念 され . これ まで 本 種 の 本 州 に 
DUM MU RR LE T 
2008 年 に は 広島 ・ 岡 山 ・ 兵 庫 ・ 大 阪 ・ 奈 良 ・ 和 歌 山 ・ 

重 (宮本 , 2009) ・ 愛 知 県 県 まで 拡大 し た こと が 報告 きれ て 
いる (平井 ら , 2009) が , 少な く て も 2008 年 まで は 愛知 県 
を 除く 東海 地方 や 関東 地方 まで は 記録 報告 が な いた め , 本 
種 の 分 布 は 当地 方 まで は 拡大 し て いな か っ た と 推察 で き 
る . 2008 年 まで に 得 ら れ た 本 種 の 防除 対策 を 含め た 生態 的 
知見 な ど は , 文献 記録 と し て 岩 ら (2009) は 報告 し た . し 
か し , 2009 年 以降 に な る と , 東京 都内 GEJA - Aff , 2009) 
を は じ め , 神奈 川 県 (柳本 . 2010), 千葉 県 (斉藤 ら ,2009: 
平井 小林, 2010), 静岡 県 内 の 一 部 地域 (岩野 ら , 2010) 
か ら 本 種 の 成虫 や 幼虫 が 次 々 と 確認 され る に 至り , 本 種 の 


この よう に , 関東 に お ける クロ マダ ラ ソ テツ シジミ の 分 布 
拡大 は これ まで 事例 が な いた め , は た し て これ ら の 個体 が 
どこ か ら 由 来 し た も の で あり , また 各 産 地 の 個体 群 間 と の 
相違 を 知る こと は 大 変 興味 深い こと で ある と 考え た . 


そこ で 筆者 ら は ., 関東 地方 の 各地 に お いて 発生 し た 本 種 個 
体 群 の 分 布 拡大 の 様相 を 取り まとめ て みた . 合わ せ て それ 
ら 個体 群 の 発生 起源 を 探り , 既知 産地 で ある 紀伊 半島 ・ 関 
西 ・ 中 国 ・ 四 国 ・ 九 州 ・ 沖 縄 地 方 な どの 個体 群 と の 関係 を 
検討 する た め , 今回 は 2009 年 に 関東 地方 か ら 発 見 され た 


個体 群 に つい て 遺伝 子 配列 に 基づい た 遺伝 子 解析 を 行っ た 
の で 報告 する . 

材料 お よび 方 法 

1. 確認 記録 の 収集 

関東 地方 に お ける 本 種 の 記録 報告 の 収集 に は , 公表 され た 


文献 (Kik - SEI, 2009 : 功 原 ・ 矢 後 , 2009) に よる 記録 
の 抽出 だ け で な く , チョ ウ 類 愛好 家 の 研 究 会 で ある ms 
Ok ib5bR«u)03—UzZUXAXM (以下 , ML) な ら び 
に 東京 都 の 記録 に 関し て は 「 グ ルー プ 多 摩 虫 ]」 の ML の 一 
部 に 報告 され た 本 種 の 記録 の 中 か ら , 記録 場所 ・ 調 査 日 ・ 
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クロ マダ ラ ソ テツ シジミ の 分 布 拡大 と 遺伝 子 解析 5] 


報告 者 ・ 確 認 個体 が 異な っ て いる 記録 報告 を 抜粋 ・ 抽 出し 
て 表 を 作成 し た ( 表 1). これ ら か ら 記 録 場所 や 記録 日 な ど 
を 整理 し て まとめ た うえ で 分 布 状 況 を 作図 し た ( 図 1,2). な 
お , ML の デー タ 使 用 に あたっ て は , すべ て の 報告 者 か ら 
掲載 許諾 の 認可 を いた だ いた . 


2. 標本 の 収集 と 産地 


今回 は , 千葉 ・ 東 京 ・ 神 奈川 ・ 静 岡 県 を 含む 南関 東 地方 な 
ら び に 関西 , 中 国 , 四国 . 九州 , 沖縄 地方 で 採集 ある い は 飼 
育 さ れ た 本 種 の 成虫 標本 に つい て , 14 都 府県 (千葉 ・ 東 
京 ・ 神 奈川 ・ 静 岡 ・ 和 歌 山 ・ 奈 良 ・ 大 阪 ・ 兵 庫 ・ 岡 山 ・ 香 
川 ・ 高 知 ・ 宮 崎 ・ 鹿 児島 ・ 沖 縄 ) の 各 産 地 合 計 68 ヶ 所 か 
ら 標本 を 収集 し た . それ ら の 標本 の 中 か ら 各 産地 を 代表 す 
る よう に 21 地点 (標本 ) を 選抜 し た . 供 試し た 21 地 点 の 
標本 の うち , 16 地点 は , 2009 年 産 の 個体 を 使用 し た が , 人 
手 で き な か っ た 残り の 9 地点 の 産地 に つい て は 2008 年 産 
を 使用 し た ( 表 2). な お , 2009 年 産 と 2008 年 産 と の 相違 
を 調べ る た め , 大 阪 市 都島 区 産 お よび 石垣 市 伊原 問 産 の 2 
地点 の 個体 に つい て は , 両 年 産 の 標本 を 材料 と し て 用 いる 
こと に し た . 


3.DNA の 抽出 と シー クエ ンス 


ゲノム DNA は 各個 体 の 触角 を 含む 頭 部 を 切断 し て 抽出 し 
た . 抽出 に は ZR Insect/Tissue Kit, 25, ZR (50 Preps) D6016 
(Zymo Research Co.) を 使用 し た . 抽出 し た DNA は dHzO100 
ul C HERES] tZ. PCR に よる CO 7 遺伝 子 の 増幅 に 使用 
し た プラ イマ ー は , Pierre+SP6 (5-GATTT AGGTG ACACT 
ATAGA GAGCC TCTCC TTTAA TAGAA CA-3) お よび Eva 
+ T7 (8-TAATA CGACT CACTA TAGGG GACCA TTACT 
TGCTT TCAGT CATCT-3) で ある . これ ら の プラ イマ ー は 
Wu et al. (2010) が 用 いた プラ イマ ー の "末端 側 に , 配列 解 
析 用 の T7 お よび SP6 プ ライ マー 配列 を 付加 し て いる . 
PCR 反応 は LaboPass TM SP-Taq DNA polymerase (Cosmo 
Genetech Co. Ltd.) を 用 いて 行っ た . PCR 反応 は , ゲ ノム DNA 
10 ng, 0.5 uM の 各 プ ライ マー, 0.25 uM の dNTP's, SP Taq 
buffer, さら に は 1.25 ユニ ッ ト の LaboPassT™ SP-Taq DNA 
polymerase が 含ま れ て いる 溶液 2? 記 に て 行っ た . PCR に は 
BioRad My-cycler を 使用 し た . 増幅 プロ グラ ム は 94"C 2 分 
の 前 処理 後 , 94*C30 fb, 55*C30 秒 , 72*C1 分 の 反応 を 35 サ 
イク ル 行 っ た . PCR 反応 後 , 増幅 産物 を MicroSpin S-300 HR 
Columns [GE ヘル スケ アジ ャ パン (株 )] を 用 いて 精製 し 
た . 増幅 断片 の 塩基 配列 解析 は (株 ) フ ァ ス マッ ク に 解析 委 
託し た . な お , 塩基 配列 の 解読 は SP6 お よび T7 プラ イマ ー 
を 使用 し , ダイ レク トシ ー ク エン ス に て 実施 し た . 


4. 最 た 法 お よび 近隣 結合 法 に よる 配列 解析 
配列 の 並列 化 お よび 系 統 樹 の 作成 に は MEOAS.2 (Tamura et 
al., 2011) を 使用 し た . 


塩基 配列 の 並列 化 は MEGA5.2 に 含ま れる Clustal を 使用 し 
た . 系 統 樹 の 作成 は 最 た 法 [maximum likelihood (ML)] お 
よび 近隣 結合 法 [neighbor-joining method (NJ)] に て 行っ 
た . 最 元 法 の 計算 で は HKY モデ ル を 使用 し , ブー トス トラ 


ッ プ は 1.000 回 と し た . 近隣 結合 法 で は Kimura 2 パラ メー 
ター を 使用 し . ブー トス トラ ッ プ は 1.000 回 と し た . 系 統 
樹 を 作成 する 際 に は , ウラ ナミ シジミ と ベニ シジミ も 同様 
の 手法 で 配列 を 解読 し , 外 群 と し て 解析 した. な お , 供 試 
し た これ ら の サン プル か ら 得 られ た CO 7 遺伝 子 の 塩基 配 
列 は DDBJ に 登録 し , 得 ら れ た Accession No. € XX 2 に 表記 
し た . 


結果 お よび 考察 
1. 関東 に お ける 発生 状況 


関東 で の 本 種 の 発見 は , 2009 年 8 月 に 東京 都 品川 区 内 に て 
複数 の 成虫 が 確認 され た EM - 矢 后 , 2009) の が 最初 で 
あり , その 後 東 京都 港 区 内 ( 矢 和 后 : FE, 2009) で も 発見 
され た . 表 1 に 示し た よう に , ML で の 記録 報告 で は , 9 月 
に な る と , 東京 都内 で の 発見 に 触発 され た 影響 も ある と 思 
う が , 都内 だ け で な く 隣 接する 千葉 , 神奈 川 で も 続々 と 発 
見 され る よう に な っ た . 都内 で は 大 田 区 や 世田谷 区 で 発見 
され , 千葉 県 で は 館山 市 , 南 房総 市 , 鴨川 市 な どの 房総 半 
鳥 南部 で 記録 きれ た . また , 神奈 川 県 で も 逗子 市 や 茅ヶ崎 
市 な どの 三浦 半島 や 湘南 海岸 沿い の 地域 で 多数 の 報告 例 
が 続出 し た . 10 月 に 入る と 館山 市 を 始め と し た 南部 一 淀 
(斉藤 ら . 2009; 大 塚 , 2009 : 千葉 県 農 総研 セン ター 長 , 
2009 : 河 名 , 2011) か ら , 氏 南 町 か ら 富 津 市 まで 分 布 域 が 
拡大 し た . 神奈 川 県 内 で は . 三浦 半島 ( 芦 澤 , 2009) や 湘 
南海 岸 沿い (柳本 , 2010) だ け で な く ., 横浜 市 南部 の 金沢 
区 や 北部 の 青葉 区 な どか ら も 発見 され , 本 種 が さら に 分 布 
拡大 の 様相 を 呈す る よう に な っ た . さら に は 静岡 県 伊豆 半 
島 東 部 (岩野 ら .2010) な どの 比較 的 温暖 な 地域 に 植 栽 さ 
れ て いた ソテツ か ら ク ロマ ダラ ソテツ シジミ の 成虫 や 幼虫 
な ど が 次 々 と 発見 され , 本 種 が 広く 関東 地方 南部 一 常に 分 
布 拡 大 し た こと が 明らか に な っ た ( 図 1). これ ら の 分 布 拡 
大 の 様相 は , 各 都 県 別 の 時 系 列 的 に 維 列 し た メー リン グリ 
スト へ の 報告 例 の 表 ( 表 1) か ら も , 9 月 か ら 10 月 に か け 
て 千葉 県 で は 房総 半島 南部 か ら 富 津 市 方 面 に 記録 報 詩 が 
広がり , 神奈 川 県 で も 三浦 半島 や 湘南 地域 だ け で な く , 横 
浜 市 南部 や 北部 まで 広がっ て いる こと を 把握 する こと が 可 
能 で あっ た . 


その 後 , 332010 年 に は , 前 年 に 記録 が 見 られ た これ ら の 関 
東 地 方 一 帯 か ら は まっ た く 本 種 の 記録 が 途絶 えて し まっ 
た . 河 名 (2011) は , 千葉 県 南部 地域 の 露地 に て 冬季 の 温 
度 条 件 で 踊 化 する 個体 が みか られ る が , Wilkix E A Coq 
が 死亡 ある い は 羽化 不 完全 と な り , 千葉 県 で 越冬 する 可能 
性 が 小さ いこ と を 報告 し た . すなわち , 2009 年 に 関東 地方 
南部 に て 発生 し た 個体 群 は , 恐らく 現地 で 越冬 で きる だ け 
の 耐寒 性 を 有 し て いな か っ た た め , 越冬 で きず に 死に 絶え 
て し まっ た こと で 継続 発生 で き な か っ た も の と 推 宗 され 
2 

さら に , 2011 年 に な る と , 9 月 か ら 10 月 に か け て 東京 都 大 


田 区 (田中,2013) や 港 区 , 江東 区 な ど で 再 び 記録 され (H 
中 , 2012), 同年 秋 に は 神奈 川 県 の 三浦 半島 や 横浜 市 栄 区 . 
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v mpuS 図 1.2009 年 に 関東 で クロ マダ ラ ソ テツ シジミ が 記録 きれ た 地域 . 
Fig. 1. Areas where Chilades pandava was recorded in the Kanto region in 2009. 
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7 messj 図 2.2011 年 に 関東 で クロ マダ ラ ソ テツ シジミ が 記録 され た 地域 . 
Fig. 2. Areas where Chilades pandava was recorded in the Kanto region in 2011. 











NII-Electronic Library Service 











The Lepidopterological Society of Japan 





X2. 供 試 し た クロ マダ ラ ソ テツ シジミ 標本 の 産地 と 日 本 DNA デ ー タ バン ク か ら 答 ら 


クロ マダ ラ ソ テツ シジミ の 分 布 拡大 と 遺伝 子 解析 


れ た アク セッ ショ ン ナン バー. 


Table 2. Origin of specimens of the cycad pest Chilades pandava used and the accession numbers 


acquired from DNA Data Bank of Japan (DDBJ ). 





No. 産地 (都府県 ) 採集 日 Accession No. 
1 千葉 県 館山 市 藤原 2009/9/27 AB792660 
2 馆 山 市 中 里 2009/9/27 AB792661 
3 鴨川 市 畑 2009/9/27 AB792662 
4 东京 都 港 区 港南 2009/9/10 AB792663 
5 港 区 海岸 2009/10/20 AB792664 
6 神奈 川 県 藤沢 市 稚 沼 海岸 2009/10/27 AB792665 
7 横須賀 市 長坂 2009/11/20 AB792666 
8 静岡 県 伊東 市 湯川 2009/9/15 AB792667 
9 和歌 山県 東牟婁 郡 太 地 町 太 地 2008/9/2 AB792668 
10 奈良 県 大 和 郡 山 市 小泉 町 大 法寺 2008/12/11 AB792669 
11 大 阪 府 大 阪 市 都島 区 大 川 2009/9/15 AB792670 
12 大 阪 市 都島 区 大 川 2008/9/8 AB792671 
13 兵庫 県 西宮 市 浜 甲子 園 2008/9/13 AB792672 
14 香川 県 小豆 郡 小 豆 島 町 蒲生 2008/9/26 AB792673 
15 高知 県 高知 市 丸ノ内 2009/10/1 AB792674 
16 宮崎 県 日 南 市 西町 2009/9/12 AB792675 
17 鹿児島 県 指宿 市 開聞 岳 2009/9/10 AB792676 
18 沖縄 県 中 頭 郡中 城村 登 又 2008/10/13 AB792677 
19 石垣 市 伊原 間 2009/11/1 AB792678 
20 石垣 市 伊原 間 2008/11/15 AB792678 
21 八重 山 郡 与那国 島 比 川 2009/10/14 AB792680 
ウラ ナミ シジミ * 神奈 川 県 藤沢 市 亀井 野 2009/11/20 AB792681 
ベニ シジミ ャ * 藤沢 市 亀井 野 2009/11/20 AB792682 
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*: Out group. 


藤沢 市 , 大 磯 町 と いっ た 湘南 海岸 の 一 部 で も 散発 的 に 再発 
生 が 認め られ る よう に な っ た GHI, 2012; 丸山 , 2012: 中 
Mf. 2012; 柳本 , 2012) ( 図 2). し か し な が ら , 2011 年 で の 
発生 状況 は , 2009 年 で の 発生 と は 少し 異な り , 東京 都内 や 
神奈 川 県 内 で の 発生 地域 は 2009 年 と ほぼ 同様 の 地域 で あ 
っ た も の の , 各地 で の 発生 個体 数 は 圧倒 的 に 少な か っ た . 
発生 は し た も の の , 分 布 の 拡大 は 比較 的 狭い 地域 に 限定 る 
れ て し まい , 2009 年 の よう に は 拡がり ら な か っ た よう で あ 
る . 千葉 県 南部 の 房総 半島 で は 発生 せ ず , 伊豆 半島 で は 伊 
東 市 の 一 部 に の み 発 生 が 見 られ た (森田 , 2012) が , 関東 
全域 に わた っ て 拡散 する こと は な か っ た (M D , 2012). 


2009 年 に な っ て 初め て 関東 地方 南部 で 多発 し た クロ マダ 
ラ ソ テツ シジミ は, 翌 2010 年 に は まっ た く 姿 を 見 せる こ 
と な く , 各地 か ら 消 滅 し て し まっ た . UL. 2011 年 に な 
る と . 再度 一 部 地域 で 再発 生 し た が , 本 種 は ひと た び 定 着 
し た 関東 で 越冬 し て , 翌年 の 次 世代 以降 の 発生 源 に な り 得 
る の だ ろう か . 平井 ら (2008) は , 15'C の 低温 で は 幼虫 や 
卵 の 死亡 率 が 高まっ た こと か ら , 大 阪 付近 で 本 種 が 野外 で 
越 委 する こと は 難し いこ と を 指摘 し て いる が , その 一 方 で . 
越冬 説 も 完全 に は 否定 する こと は で き な い と 述べ て いる . 


関東 地方 で も 2010 年 に 発生 が 見 られ な か っ た こと か ら , 越 
冬 個体 群 に よる 発生 は 認め られ な か っ た と 推測 され た . し 
か し な が ら , 2011 年 に 神奈 川 県 横須賀 市 内 の 一 角 で 発生 し 
た 個体 群 の 一 部 は , 年 を 越え た 2012 年 1 月 か ら 2 月 に な っ 
て も 細々 と 生き 残り , 2 月 13 日 まで 羽化 不全 な が ら も 成虫 
が 羽化 し , それ 以後 は 成虫 の 発生 が 見 られ な か っ た F, 
2013) た め , 果たし て 幼虫 や 工 が 死滅 せ ず に 越冬 し て , dE 
に な っ て 新 世代 成虫 が 羽化 不全 する こと な く 和 無事 に 羽化 し 
て くる の か 動向 が 気 に な る . 千葉 県 で は 露地 で 越冬 で きる 
可能 性 が 小さ いこ と が 指摘 きれ て いる ( 河 名 , 2011) が , 
生息 場所 付近 の 温度 な どの 微 気象 的 条件 が 揃え ば , ソテツ 
株 内 に 港 り 込ん で 幼虫 越冬 で きる 可能 性 が ある か も し れ な 
いと 考え て いる . 


2. ク ロマ ダラ ソテツ シジミ の 系 統 関係 


日 本 国内 の 各 産 地 68 地点 か ら 21 標本 を 選抜 し ウラ ナシ ジ 
ミ お よび ベニ シジミ と あわ せ て , ミト コン ドリ ア DNA (CO 
遺伝 子 ) の 塩基 配列 621 bp を 解析 し (Acc. No. AB792660 
~ AB792682), 最 た 法 お よび 近隣 結合 法 に よる 分 子 系 統 樹 
を 作成 し た ( 図 3,4). 最 た 法 と 近隣 結合 法 の 二 法 を 用 いた 
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56 岩野 秀俊 ・ 高 山 吉 則 


沖縄 ・ 与 那 国 島 比 川 
高知 ・ 高 知 市 丸ノ内 
和歌 山 ・ 東 牟 婁 郡 太 地 町 
沖縄 ・ 石 垣 市 伊原 間 
兵庫 ・ 西 宮 市 浜 甲子 園 
大 阪 ・ 大 阪 市 都島 区 
奈良 ・ 大 和 郡 山 市 小泉 町 
東京 ・ 洪 区 港南 

沖縄 ・ 石 垣 市 伊原 間 

・ 中 城村 登 又 

* SEIT REUS 

- 館山 市 中 里 

千葉 ・ 鴨 川 市 畑 

東京 ・ 港 区 海岸 

神奈 川 ・ 藤 沢 市 鶴 沼 海岸 
神奈 川 ・ 構 須賀 市 長坂 
静岡 ・ 伊 東 市 湯川 

大 阪 ・ 大 阪 市 都島 区 
香川 ・ 小 豆 島 町 浦 生 
宮崎 ・ 日 南 市 西町 

AES atra 















: 2009 年 产 
: 20084 E 


EES 
ベニ シジミ 


0.01 


TH 
pores 
[j 


HU - EKÉESERIUACEUBT 
AU 。 


高知 市 丸ノ内 
-SMESNI 
・ 石垣 市 伊原 間 
・ 西 宮 市 浜 甲 子 園 
・ 大 阪 市 都島 区 
奈良 ・ 大 和 郡 山 市 小泉 町 
・ 石 垣 市 伊原 間 
- REL T RR SR 
・ 館山 市 中 里 
・ 鴨川 市 畑 
神奈川 ・ 藤 沢 市 庄 沼 海岸 
午 奈川 ・ 横 須賀 市 長坂 
静岡 ・ 伊 東 市 湯川 
大 阪 ・ 大 阪 市 都島 区 
次 川 ・ 小 豆 島町 浦 生 
宮崎 ・ 日 南 市 西町 

児島 ・ 指 宿 市 開聞 岳 
沖縄 ・ 中 城村 登 又 


: 20094 Æ 
: 2008 年 産 





図 3. 最 た 法 に よる クロ マダ ラ ソ テツ シジミ 
の 分 子 系 統 樹 . 

Fig. 3. Genetic analysis of Chilades pandava. 
Phylogenetic tree developed using 
the Maximum likelihood method with 
MEGA Ver. 5.2. 


図 4. 近隣 結合 法 に よる クロ マダ ラ ソ テッ ツ シ 
ジミ の 分 子 系 統 樹 . 

Fig. 4. Genetic analysis of Chilades pandava. 
Phylogenetic tree developed using the 
neighbor-joining method with MEGA 
Ver. 5.2. 
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結果 , 同様 の 樹 形 の 系 統 樹 が 得 ら れ た . 作 成 し た 系 統 樹 か 
ら は , 大 きく 二 つ の グル ー プ に 大 別 さ れ た が , それ ぞ れ の 
遺伝 的 距離 は 極め て 近かっ た . その た め , 沖縄 か ら 鹿児島 , 
宮崎 , 大 阪 , 静岡 , 神奈 川 , 東京 , 千葉 な ど に 移 人 人 し た グ 
ルー プ と 沖縄 方 面 か ら 奈 良 , 和歌 山 , 大 阪 , 兵庫 な ど に 移 
入 し た グル ー プ に 分 ける こと が で きた が , 沖縄 方 面 か ら 関 
西方 面 や 関東 方 面 に 複数 個体 が 侵 人 し た 形跡 が ある こと が 
うか が えた . さら に 関東 各地 で の 個体 群 間 に 遺 伝 的 差異 が 
ほとん ど 見 られ な か っ た こと か ら , 発生 源 の 由来 は 同一 で 
ある と 考え られ た . 


本 州 に て 発生 し た 原因 に つい て は , ① 気 流 な ど を 利用 し て 
自力 で 飛来 し た . ② 和 宿主 で ある ソテツ の 苗 な ど に 付着 し て 
運ば れ て きた . ③ 愛 好 家 が 放し た . の 3 点 を 挙げ て いる ( 平 
井 ら , 2009) が , いずれ の 経路 で も 侵入 の 可能 性 が ある た 
め 明 確 な 結論 は 記述 され て いな い . 今回 の 結果 か ら も , 沖 
縄 方 面 か ら 複数 回 に わた っ て 関東 に 侵入 し た こと は 判明 し 
た も の の , どの よう な 経路 で 侵入 し た か に つい て は 確固 た 
る 証拠 が 見 あたら な いた め 言 及 で き な い で あろ う . し か し , 
関東 に 侵入 後 の 分 布 拡大 の 経路 に つい て は , 2009 年 に 各地 
で 多発 し た 際 , 当初 8 月 に 東京 都内 で の 発見 以降 , 9 月 か ら 
10 月 に な る に 従っ て 神奈 川 県 南部 や 房総 半島 南部 で の 分 
布 範囲 が 少し ずつ 拡大 する 傾向 が 見 られ た た め , ひと た び 
定着 し た 個体 群 か ら 羽 化し た 成虫 が 自力 で 近隣 の 他所 へ 飛 
来 し て 分 布 を 拡げ て いっ たと 推察 で きる で ある ろう . 


クロ マダ ラ ソ テツ シジミ に は 4 亜 種 の 存在 が 知ら れ て いる 
(Wu et al., 2010) が , ハプロタイプ に よる 遺伝 的 多様 性 の 解 
析 か ら , 大 阪 ・ 兵 庫 産 の 個体 は 中 国 大 陸 か ら 東 南ア ジア に 
か け て 広く 生息 する 名 義 タ イプ 亜 種 (C pandava pandava) 
と 近 縁 で あり , 与那国 島 産 の 個体 は , A ETE (C. pandava 
peripatria) や 済州 島 産 と 近 縁 で ある と 報告 し て いる . 台湾 
の 西部 に は , 移入 に よる 名 義 タ イプ 亜 種 も 生息 し て いる た 
D, この 2 系 統 の うち , 名 義 タ イプ 亜 種 の 系 統 は , 大 陸 か 
ら 日 本 に 直接 人 っ て き て いる 可能 性 と 共に , 台湾 経由 で 人 
っ て き て いる 可能 性 の 両方 が 考え られ る . これ ら の こと よ 
0. 沖縄 周辺 や 日 本 の 本 土 内 に は . 名 義 タ イプ 亜 種 と 台湾 
亜 種 の 2 系 統 が 侵入 し て いる 可能 性 が ある こと を 示唆 し 
た . 今後 は , 台湾 産 や 大 陸 産 の 個体 と の 系 統 間 の 遺伝 子 比 
較 な ら び に 各 亜 種 と 産地 問 の 形態 的 比較 が 必要 で ある と 考 
えて いる . 





本 研究 を 遂行 する に あたり , 以下 に 掲げ た 多く の 方 々 か ら 
貴重 な 資料 や 情報 な ら び に 材料 の 提供 を いた だ いた . 作図 
協力 : 川田 澄 男 . 資料 提供 : 大 塚 市 郎 . 材料 提供 : 山本 
治 ・ 三 宅 誠治 ・ 札 隆史 ・ 滝 沢 宏 ・ 興 水 敏夫 ・ 柳 本 ox 
田中 和夫 ・ 美 ノ 谷 写 久 ・ 森 田 東 ・ 麻 生 紀 章 ・ 斎 藤 太 増 
光 ・ 岸 本 由美 子 ・ 山 元 修 成 . 情報 提供 : 矢 後 勝也 ・ 田 中 和 
夫 ・ 芦 澤 一 郎 ・ 飯 田 博 茂 ・ 井 原 伸一 ・ 井 上 孝 美 ・ 井 上 勇 
治 ・ 塩 昭夫 ・ 岡 本 雅昭 ・ 岸 一 弘 ・ 宮 田 昌之 ・ 坂 本 博 ・ 
山崎 隆 嗣 ・ 渋 谷 眞 ・ 沼 田 和 洋 ・ 人 針谷 毅 ・ 浅 野 勝 司 ・ 滝 
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Summary 


The Cycad Blue butterfly (Chilades pandava) is a lycaenid species 
known as a cycad pest. C. pandava is widely distributed across 
the tropical and subtropical zones of Southeast Asia, India, southern 
China, and Taiwan. In 2009, several reports confirmed the 


appearance of widely distributed adult and larval colonies in the 
Kanto region of Japan, but no C. pandava outbreak was reported 
in the same region in 2010. This suggested that colonies failed to 
survive the winter. However, in 2011, outbreaks reoccurred in 
limited areas such as Tokyo and a part of Kanagawa Prefecture. 
Because no C. pandava distribution in the Kanto region was 
reported before 2009, the origin of C. pandava colonies in this 
region, as well as the differences from specimens from other 
regions, is of great interest. 


Therefore, we investigated the origins of C. pandava colonies in 
Kanto in 2009 and carried out a genetic analysis to determine 
how closely these colonies were related to those of the Kii 
Peninsula, and the Kansai, Chugoku, Shikoku, Kyushu, and 
Okinawa regions. Twenty-one specimens were selected from 
samples collected from 68 locations in Japan. Genomic DNA was 
recovered from the head (including antennae) of each specimen 
to sequence the mitochondrial CO JI gene. 


A phylogenetic tree based on the sequence results was constructed 
and showed that C. pandava colonies found in Japan can be divided 
roughly into two closely related groups. The first group appears 
to have spread from Okinawa to Kagoshima, Miyazaki, Osaka, 
Shizuoka, Kanagawa, Tokyo, and Chiba, while the second group 
spread from Okinawa to Nara, Wakayama, Osaka, and Hyogo. 
These results suggest that C. pandava spread to Kansai and Kanto 
on more than one occasion. However, genetic differences were 
negligible among specimens captured at locations within the 
Kanto region, suggesting a common origin. 
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